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「
謳
歌
」
　
の
意
味
に
つ
い
て

竹
　
　
民

目
　
次

は
じ
め
に

一
、
「
謳
歌
」
　
の
よ
み
と
表
記

二
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
謳
歌
」

三
、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
謳
歌
」

結
び

は
　
じ
　
め
　
に

漢
語
の
意
味
変
化
は
そ
の
出
自
と
な
る
中
国
語
と
比
較
し
て
上
位
分
類
す
れ
ば
、
意
味
の
「
拡
大
（
一
般
化
と
も
言
う
）
」
、
「
縮
小
（
特
殊
化
、

限
定
化
と
も
言
う
）
」
、
「
転
用
（
転
移
と
も
言
う
）
」
と
い
う
三
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
更
に
そ
の
下
位
分
類
と
し
て
は
意
味
の
「
向
上
（
プ

ラ
ス
化
と
も
言
う
）
」
、
「
下
落
（
マ
イ
ナ
ス
化
と
も
言
う
）
」
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
意
味
の
向
上
、
下
落
と
い
う
変
化
と
は
、
あ
る
語
が
あ
る
特

定
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
於
い
て
殆
ど
規
則
的
に
よ
い
意
味
か
或
い
は
わ
る
い
意
味
か
の
い
ず
れ
か
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
意
味

の
価
値
の
変
化
を
指
す
こ
と
で
あ
る
。
無
論
、
言
葉
自
体
は
プ
ラ
ス
か
マ
イ
ナ
ス
か
と
い
う
よ
う
な
価
値
が
存
し
な
い
が
、
こ
こ
で
言
う
意

味
の
価
値
と
は
そ
の
語
の
示
す
意
味
の
概
念
、
内
容
の
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
意
味
概
念
、
内
容
は
社
会
の
一
般
的
な
価
値
意
識
及
び



価
値
観
に
基
づ
い
て
認
識
、
判
断
し
て
み
れ
ば
、
「
よ
い
」
「
わ
る
い
」
と
い
う
価
値
上
の
差
異
が
生
じ
て
く
る
。

（1）

本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
謳
歌
」
は
意
味
の
下
落
と
い
う
変
化
類
型
の
一
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
の
意
味
変
化
の
時
代
、
文
献

群
、
更
に
意
味
の
変
化
を
喚
起
す
る
要
因
な
ど
の
点
を
巡
っ
て
検
討
を
加
え
る
。

一
、
「
謳
歌
」
の
よ
み
と
表
記

「
謳
歌
」
の
意
味
が
如
何
な
る
も
の
か
に
先
立
っ
て
、
先
ず
そ
の
よ
み
と
表
記
を
確
定
す
る
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
古
辞
書

と
古
文
献
を
通
し
て
考
察
を
進
め
る
。

謳
需
鵠
謡
艇
爛
継
詰
柳
鮨
語
例
略
）
　
（
康
配
等
典
）

軟
請
謁
票
覧
醒
鵬
戒
楯
㈱
頂
同
（
同
右
）

欧
鴇
酢
鷲
瀾
竃
鑑
嘔
非
（
正
字
通
欠
部
十
堅

歌
謡
聖
毎
ヂ
（
和
刻
本
辞
書
字
典
集
成
干
禄
字
書
九
オ
⑤
）
　
講
鵠
㌢
同
（
新
撰
字
鏡
巻
三
十
⑥
）

運
歌
瑠
開
詞
（
天
理
大
学
天
理
翌
日
館
蔵
世
俗
芋
類
抄
下
二
ウ
⑧
）

歌
聖
種
多
／
謂
媚
謂
タ
ウ
タ
フ
（
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
僧
中
4
8
⑥
）

謁
㍍
歌
正
講
谷
（
同
右
法
上
5
1
⑦
）

歌
歌
語
希
駒
苛
（
異
髄
字
稗
5
8
ウ
②
）

右
の
日
中
両
国
の
古
辞
書
の
記
載
に
依
れ
ば
、
「
謳
」
と
「
欧
」
、
「
歌
」
と
「
謡
」
、
「
寄
」
が
異
体
字
関
係
と
し
て
通
字
と
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
を
全
部
考
察
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
亦
、
よ
み
に
つ
い
て
は
左
記
の
古
辞
書
と
古
文
献
に
見
え
る
よ

う
に
「
オ
ウ
カ
」
と
音
よ
み
し
、
漢
語
と
し
て
早
く
も
日
本
語
に
登
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

オ
ホ
カ

謳
歌
　
（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
中
畳
字
6
9
ウ
⑤
）

「
謳
歌
」
の
意
味
に
つ
い
て
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郵
酎
之
鋸
講
説

タ
ヲ
ク
　
ノ
　
セ
ツ
　
　
ヲ
ウ

胸
臆
之
説
　
謳

オ

フ

カ

（
伊
京
集
2
9
③
）
　
　
謳
歌
（
温
故
知
新
書
2
6
1
④
）

恥
か
説
酎
髪
説
翻
鮎
配
ハ
非
レ
（
東
京
教
育
大
学
蔵
古
本
下
学
集
1
3
9
④
）

ヲ

ヲ

カ

ノ

セ

ツ

郵
恥
か
誹
誹
鞄
イ
（
文
明
本
節
用
集
2
2
8
③
）
　
謳
歌
之
説
非
本
説
（
塵
芥
上
端
⑦
）

ヲ
ウ

道
】
路
　
謳
－
歌
シ
多
英
二
皇
－
化
づ
（
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
六
2
5
3
⑦
）

一

プ

ウ

　

カ

欲
誹
決
㌢
ト
雌
雄
↓
之
由
謳
ニ
l
歌
シ
洛
中
一
一
一
（
延
慶
本
平
家
物
語
第
一
本
7
9
オ
①
）

二
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
謳
歌
」

日
本
語
に
於
け
る
「
謳
歌
」
の
意
味
を
考
え
る
際
に
、
先
ず
そ
の
出
自
と
な
る
中
国
語
と
し
て
の
「
謳
歌
」
の
意
味
を
考
究
す
る
必
要
が

あ
る
。
以
下
、
具
体
例
に
従
っ
て
中
国
文
献
の
「
謳
歌
」
を
見
る
。

1
、
宵
戚
之
謳
歌
今
賛
桓
聞
以
該
輔

C
f
宵
戚
は
牛
口
の
匹
夫
た
り
な
が
ら
、

（
楚
辞
、
離
騒
第
十
三
段
）

つ
ひ
に
国
の
政
に
臨
む
　
（
十
訓
抄
三
）

（
叩
カ
）

ネ
イ
ウ
カ
ク

C
f
宵
戚
咋
角
（
長
承
本
蒙
求
”
じ

C
f
宵
戚
打
二
牛
角
一
（
閑
吟
集
序
）

「
宵
戚
」
と
い
う
者
は
、
春
秋
時
代
の
衛
の
国
の
人
で
あ
り
、
志
を
遂
げ
ず
に
、
車
に
餌
を
食
せ
る
時
に
牛
の
角
を
叩
い
て
歌
を
歌
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
、
春
秋
の
五
覇
の
一
人
で
あ
る
斉
の
桓
公
に
聞
か
れ
て
、
見
出
さ
れ
、
登
用
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
参
考
例
の
『
十
訓

抄
』
の
記
述
か
ら
も
察
知
さ
れ
る
。
「
謳
歌
」
は
参
考
例
に
も
あ
る
よ
う
に
育
成
が
牛
の
角
を
叩
き
な
が
ら
歌
を
歌
う
と
い
う
意
味
を
表
す
。

2
、
河
間
王
夜
飲
妓
女
謳
歌
一
曲
下
一
金
牌
席
終
金
牌
盈
坐
（
雲
仙
雑
記
）

3
、
若
夫
欒
推
所
膵
謳
歌
所
集
之
貌
晋
可
謂
収
其
賓
臭
（
南
史
宋
武
帝
紀
論
）



「
謳
歌
」
は
、
そ
れ
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
歌
を
数
え
る
表
現
「
一
曲
」
と
「
所
集
」
の
意
味
か
ら
推
し
て
例
1
と
同
様
、
歌
を
歌
う
こ

と
、
歌
そ
の
も
の
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。

4
、
天
下
諸
候
朝
覿
者
、
不
之
寛
之
子
、
而
之
舜
、
訟
獄
者
、
不
之
尭
之
子
、
而
之
舜
、
謳
歌
者
不
謳
歌
寛
之
子
、
而
謳
歌
舜
。
故
日
、

天
也
。
（
孟
子
・
万
章
上
）

例
4
の
「
謳
歌
」
は
右
の
三
例
と
違
っ
て
具
体
的
に
歌
を
歌
う
の
で
は
な
く
、
中
国
の
伝
説
上
の
聖
人
の
一
人
で
あ
る
舜
の
徳
を
人
々
が

口
々
に
は
め
た
た
え
る
と
い
う
抽
象
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
徳
を
た
た
え
て
歌
う
者
は
亮
の
子
の
徳
を
歌
わ
な
い
で
、

舜
の
徳
を
歌
う
」
と
解
せ
ら
れ
る
。
次
に
列
挙
す
る
「
謳
歌
」
は
い
ず
れ
も
帝
王
の
徳
政
、
仁
政
、
国
の
繁
栄
、
安
泰
な
ど
の
称
賛
に
値
す

べ
き
内
容
と
共
起
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
多
人
数
で
は
め
た
た
え
る
と
い
う
意
味
を
表
す
と
見
ら
れ
る
。

5
、
両
崩
、
三
年
之
襲
撃
、
益
避
爵
之
子
於
箕
山
之
陰
。
朝
覿
訟
獄
者
、
不
之
益
、
而
之
啓
。
日
、
吾
君
之
子
也
。
謳
歌
者
、
不
謳
歌
益
、

而
謳
歌
啓
、
日
、
吾
君
之
子
也
。
（
同
右
）

6
、
梁
帝
詔
日
獄
訟
有
辟
謳
歌
変
通
　
（
陳
書
・
高
祖
紀
）

7
、
六
年
仁
政
謳
歌
去
、
柳
繚
春
堤
虞
々
聞
（
杜
牧
・
寄
牛
相
公
詩
全
唐
詩
巻
5
2
7
）

8
、
文
物
京
華
盛
、
謳
歌
国
歩
康
（
楊
巨
源
・
春
日
奉
献
聖
寿
無
彊
詞
十
首
同
右
巻
3
3
3
）

9
、
直
宇
神
功
立
、
謳
歌
帝
業
成
（
劉
長
卿
・
書
事
詩
）

（2）

以
上
の
考
察
で
中
国
文
献
に
於
け
る
「
謳
歌
」
　
の
意
味
に
つ
い
て
は
次
の
二
つ
に
帰
納
で
き
る
か
と
思
う
。

0
　
う
た
、
う
た
を
う
た
う
こ
と
。

日
　
（
多
人
数
で
好
ま
し
い
こ
と
を
）
　
は
め
た
た
え
る
こ
と
。

H
は
「
謳
歌
」
の
本
義
と
も
言
え
る
も
の
で
、
具
体
的
で
且
つ
中
性
的
な
性
格
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
は
H
の
具
体
的
と
い
う
意
味
の

特
徴
を
土
台
に
、
比
喩
的
に
用
い
ら
れ
、
抽
象
化
し
て
、
評
価
す
べ
き
プ
ラ
ス
的
な
意
味
と
し
て
看
取
さ
れ
る
。
亦
、
「
多
人
数
の
言
語
行
為
」

「
謳
歌
」
　
の
意
味
に
つ
い
て

六
二
五
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い
わ
ば
多
く
の
人
が
口
々
に
す
る
と
い
う
意
味
特
徴
を
抽
出
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

次
節
で
は
、
日
本
語
に
流
入
し
た
「
謳
歌
」
は
如
何
に
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
果
し
て
意
味
の
変
化
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、

若
し
生
じ
る
な
ら
ば
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
文
献
で
あ
ろ
う
か
、
な
ど
の
点
を
中
心
に
検
討
を
施
す
。

三
、
日
本
文
献
に
於
け
る
　
「
謳
歌
」

（3）

日
本
文
献
を
、
そ
の
表
現
形
式
、
内
容
、
著
者
に
基
づ
い
て
漢
文
、
和
文
、
和
漢
混
清
文
に
分
か
ち
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
日
本
文
献
に
於

け
る
「
謳
歌
」
　
の
使
用
状
況
は
下
掲
の
表
日
の
通
り
と
な
る
。

表

謳
（欧

歌
（語

象対察考 文
章

ジ
ャ 年

）へ
苛
）

献文
ン
ル

代

1 集雲凌

漢

文

平

安

1 集文氏都

2 粋文朝本蔵寺遠久

1 来惟用
ハ

雲本線享

1 藻靂朝本

1 01ー1文通安平

1 記台

54 薬玉

7 記月明

鎌

倉

1 記長三

7 鏡妻吾

1 記吉

3 記中′ィーー
勘

2 記寅皇天見伏園花

1 7文通倉鎌

2 語物家平本慶延 和
漢

混
清

文

6 記昧愚後

漢

文

室

町

1 記即ノU
。
．

llhu
膚宣

1 記［H院聞多

1 白
む

胤月二十

1 来往也百

3 序集吟閑

7 暦太園

1 記平太 和
漢

混
清
文1 抄子荘

99 計合



表
H
の
示
す
が
如
く
、
「
謳
歌
」
は
、
奈
良
時
代
の
文
献
か
ら
は
検
出
で
き
ず
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
勅
撰
漠
詩
集
に
始
め
て
そ
の
使
用
が

見
え
る
よ
う
に
な
る
。
亦
、
漢
語
と
い
う
素
姓
の
た
め
、
和
文
へ
の
浸
入
は
出
来
ず
、
漢
文
、
和
漢
混
清
文
に
の
み
現
れ
て
い
る
。
が
、
時

代
別
に
見
れ
ば
、
平
安
時
代
で
は
「
謳
歌
」
が
漢
文
に
限
っ
て
用
い
、
書
記
用
文
章
用
語
と
い
う
性
格
を
呈
す
る
。
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
和

漢
混
清
文
に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
言
え
、
依
然
と
し
て
漢
文
に
偏
用
さ
れ
る
傾
向
が
保
た
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
に
も
同
様

の
事
が
言
え
よ
う
。

以
下
、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
謳
歌
」
に
つ
い
て
表
H
に
基
づ
き
、
時
代
別
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
別
に
考
察
を
加
え
る
。
先
ず
、
今
回
調
査

し
た
例
の
内
に
最
も
早
い
例
と
な
る
『
凌
雲
集
』
の
例
を
始
め
と
す
る
漢
詩
文
に
見
え
る
五
例
を
挙
げ
て
そ
の
意
味
を
考
え
る
。

1
0
、
不
レ
異
三
挿
中
間
二
漠
筑
」
謳
歌
濫
績
大
風
音
。
（
凌
雲
集
・
奉
和
聖
製
宿
昔
宮
應
製
）

C
f
欒
思
回
斜
日
、
歌
詞
継
大
風
（
唐
・
宋
之
間
・
奉
和
幸
長
安
故
城
未
央
宮
應
製
）

例
1
0
と
参
考
例
中
の
「
大
風
」
は
漠
高
祖
が
歌
っ
た
彼
の
著
名
な
「
大
風
歌
」
の
こ
と
を
指
す
。
「
謳
歌
」
は
参
考
例
の
「
歌
詞
」
の
意
味

と
殆
ど
一
致
し
て
歌
を
歌
う
こ
と
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
の
四
例
は
い
ず
れ
も
「
徳
政
、
皇
徳
」
な
ど
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
こ
と

を
人
々
が
口
を
そ
ろ
え
て
称
賛
す
る
と
い
う
意
味
と
さ
れ
る
。

1
1
、
光
華
之
運
末
レ
志
、
謳
歌
之
馨
猶
瞳
。
（
都
代
文
集
血
上
①
）

C
f
馨
侍
巳
費
謳
歌
遍
、
身
到
前
知
政
令
寛
。
（
蘇
轍
詩
）

ヲ
ウ
1
2
、
道
－
路
謳
－
歌
シ
多
美
二
皇
1
化
↓
（
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
六
2
5
3
⑦
）

ツ
カ
レ

1

3
、
定
メ
継
去
年
之
謳
l
歌
l
二
同
右
糾
②
）

巧
両
地
聞
レ
名
追
慕
多
、
遺
文
何
日
不
二
謳
歌
パ
（
本
朝
麗
藻
6
3
3
下
⑫
）

漢
詩
文
に
於
け
る
「
謳
歌
」
は
中
国
語
の
意
味
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
ほ
か
で
も
な
く
漢
詩
文
の
作
者
が

中
国
の
漢
詩
文
を
積
極
的
に
模
倣
し
、
そ
れ
に
近
づ
こ
う
と
い
う
創
作
の
情
熱
と
意
識
が
働
い
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
彼

「
謳
歌
」
　
の
意
味
に
つ
い
て

六
二
七
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様
な
作
者
の
意
識
の
下
で
漢
詩
文
の
漢
語
は
他
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
よ
り
そ
の
意
味
の
変
化
が
起
こ
り
難
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
漢
詩
文
と
同
じ
表
記
形
式
を
取
る
公
家
日
記
な
ど
の
古
記
録
と
い
う
和
化
漢
文
に
見
え
る
「
謳
歌
」
の
意
味
を
検
討
す
る
。
果
し
て

同
じ
表
記
形
式
の
漢
詩
文
と
同
様
に
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
、
藤
原
頼
長
の
日
記
『
台
記
』
　
に
あ
る
「
謳
歌
」
の
例
を
挙
げ
て

み
よ
う
。
当
日
記
は
他
の
公
家
日
記
と
些
か
違
っ
て
、
貴
族
の
不
倫
と
も
言
え
る
同
性
愛
－
男
色
の
こ
と
に
つ
い
て
悍
る
こ
と
な
く
多
く
書

（4）

き
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

堕
人
侍
、
参
議
忠
基
、
教
長
等
卿
、
中
務
少
輔
教
良
、
今
夕
行
二
婚
姻
之
祀
云
々
、
三
人
兄
弟
、
一
夜
婚
姻
、
人
以
謳
歌
、
也
以
嘲
堺

（
台
記
一
2
2
2
上
⑰
久
安
三
年
（
塑
七
月
二
十
日
）

例
1
5
は
ま
さ
に
貴
族
問
の
男
色
の
こ
と
を
「
謳
歌
、
嘲
堺
」
す
る
こ
と
に
つ
い
て
記
録
す
る
例
で
あ
る
。
「
謳
歌
」
は
後
続
文
の
「
嘲
嘆
」

の
持
つ
意
味
と
「
謳
歌
」
の
内
容
1
男
色
と
を
合
せ
て
考
え
る
と
、
出
自
と
な
る
中
国
語
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
時
代
の
漢
詩
文
と
相
違

し
て
、
称
賛
す
る
ど
こ
ろ
か
、
寧
ろ
「
嘲
塀
」
す
べ
き
、
好
ま
し
く
な
い
出
来
事
を
人
々
が
口
々
に
す
る
。
い
わ
ば
噂
、
取
り
沙
汰
す
る
と

い
っ
た
よ
う
な
意
味
を
表
す
と
見
ら
れ
る
。
中
国
語
及
び
漢
詩
文
の
意
味
と
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
こ
こ
で
は
決
し
て
頼
長
の
漢
才

の
不
足
に
よ
る
誤
用
で
は
な
く
、
「
謳
歌
」
の
本
来
の
意
味
を
熟
知
し
た
上
で
多
人
数
の
言
語
行
為
と
い
う
意
味
特
徴
を
生
し
っ
つ
、
「
三
人

兄
弟
一
夜
婚
姻
」
と
い
う
猥
ら
な
男
色
に
つ
い
て
人
々
の
興
味
本
位
な
評
判
を
効
果
的
に
表
現
し
よ
う
と
、
本
来
の
意
味
を
比
喩
的
に
用
い

た
の
で
あ
る
。
枚
数
の
関
係
の
た
め
、
次
に
同
じ
公
家
日
記
の
『
玉
葉
』
に
見
ら
れ
た
四
十
五
例
中
の
十
例
の
「
謳
歌
」
の
み
を
取
り
上
げ
、

そ
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
尚
、
意
味
分
析
に
際
し
て
、
「
謳
歌
」
の
内
容
（
対
象
）
、
人
物
或
い
は
場
所
、
更
に
「
謳
歌
」
の
内
容
（
対

象
）
　
に
対
し
て
の
評
価
な
ど
の
点
に
注
目
し
な
が
ら
行
う
。
そ
れ
ら
を
抽
出
し
て
左
記
の
表
二
の
よ
う
に
纏
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

堕
六
日
祈
関
白
可
レ
被
レ
迎
新
妻
云
々
、
入
道
太
相
国
娘
㌫
乱
覗
義
盛
都
、
不
レ
知
二
賛
否
議
也
、
（
玉
葉
巻
㌶
下
⑳
承
安
三
年

（
塑
六
月
六
日
）

1
7
、
麦
多
武
峰
悪
徒
等
、
可
レ
入
レ
夜
コ
打
於
南
都
乏
由
、
普
以
謳
歌
、
非
三
膏
有
二
云
々
之
説
」
其
証
擦
巳
以
多
、
困
レ
之
、
為
＝
用
心
一
守
関
々



一
国
二
道
々
」
　
（
同
右
巻
1
3
3
0
9
下
⑰
承
安
三
年
（
1
1
7
3
）
七
月
二
十
一
日
）

堕
　
又
内
裏
修
理
事
、
頭
塀
辞
退
、
重
方
兼
光
等
奉
行
云
々
、
長
方
之
沙
汰
不
レ
叶
二
時
務
一
之
由
、
上
下
謳
歌
、
仇
所
レ
辞
欺
、
（
同
右
巻
1
4

3
6
7
上
⑩
承
安
四
年
（
塑
四
月
二
十
九
日
）

1
9
、
日
出
之
後
参
内
云
々
、
為
レ
任
二
右
大
将
」
卒
爾
被
レ
仰
下
可
戯
二
辟
状
一
之
由
い
併
太
以
周
章
云
々
、
内
府
可
レ
被
レ
昇
二
大
相
一
之
由
、
此

南
三
年
欧
歌
、
須
下
除
目
以
前
被
占
行
二
任
大
臣
」
　
（
同
右
巻
2
3
1
0
下
⑪
安
元
三
年
（
塑
正
月
二
十
五
日
）

2
0
、
除
目
之
時
、
不
レ
被
レ
任
二
宿
官
t
事
、
～
、
此
事
、
外
記
、
先
例
不
レ
被
レ
任
二
宿
官
一
之
由
、
依
レ
令
申
、
不
レ
任
レ
之
旨
、
天
下
謳
歌
、
佃

不
レ
耐
l
示
蕃
一
尋
問
、
（
同
右
巻
2
3
2
2
上
⑬
安
元
三
年
（
塑
三
月
七
日
）

輿
中
宮
同
渡
給
、
子
細
追
可
こ
尋
記
」
依
大
衆
事
一
駕
二
腰
輿
一
卒
爾
行
幸
、
為
二
物
怖
「
之
由
、
世
上
謳
歌
、
令
以
符
合
欺
、
焼
亡
所
々
（
同

右
巻
2
4
3
6
下
②
安
元
三
年
（
1
1
7
7
）
四
月
二
十
八
日
）

2
2
、
其
後
頗
事
似
二
和
気
」
然
而
猶
以
有
下
可
レ
被
レ
梯
コ
召
院
近
臣
等
一
之
由
謳
歌
上
云
々
、
凡
近
日
［
之
］
巷
説
縦
横
無
レ
極
、
難
レ
存
二
一
定

一
欺
、
（
同
右
巻
3
1
3
1
0
上
⑬
治
承
三
年
（
塑
十
一
月
十
六
日
）

2
3
、
間
二
遅
怠
之
由
一
各
陳
云
、
近
衛
司
只
一
人
忠
季
参
入
、
被
二
尋
催
一
之
間
遅
々
、
～
、
如
レ
此
之
間
鐘
鳴
」
衆
人
構
二
奇
異
」
　
凡
此
貫
首
未

練
之
由
、
天
下
謳
歌
、
父
卿
年
来
其
志
深
、
此
人
又
見
来
、
而
為
レ
人
被
二
撃
輿

賓
以
遺
恨
也
。
天
性
頗
非
二
其
器
量
一
欺
、
（
同
右
巻
4
5

2
1
3
下
⑫
文
治
二
年
（
墜
六
月
十
四
日
）

寄
イ

墾
異
状
云
、
此
事
全
非
二
彼
懇
望
」
又
非
レ
有
二
引
級
之
思
」
為
レ
身
無
二
其
益
貢
衆
口
之
所
レ
寄
、
、
其
仁
在
二
彼
大
蒜
余
前
撮
政
一
切
、

不
レ
被
レ
知
二
萬
機
一
之
由
、
世
上
謳
寄
、
仇
偏
思
二
天
下
事
及
君
御
事
一
之
故
、
所
レ
中
ロ
出
此
事
一
也
、

（
同
右
巻
4
6
2
2
4
下
⑥
文
治
二
年
（
墜
七

月
三
日
）

2
5
、
輿
二
前
揖
政
l
不
レ
存
二
異
心
」
通
二
音
信
一
之
條
、
叡
念
之
所
レ
慕
也
、
汝
可
否
随
二
人
之
所
呈
己
存
レ
之
、
誘
之
時
ハ
奇
レ
之
感
之
時
ハ
悦
レ
之
、

今
年
之
豊
稔
、
萬
機
之
叶
二
天
意
一
之
由
、
所
レ
謳
－
寄
世
上
一
也
、
善
悪
事
更
無
二
深
御
意
趣
一
早
可
存
二
其
旨
一
者
、
余
申
云
、
（
同
右
2
4
2
上
⑬

「
謳
歌
」
　
の
意
味
に
つ
い
て

六
二
九
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文
治
二
年
（
墜
閏
七
月
十
五
日
）

部鳳歌㈲謳

52 42 32 22 12 02 91 81 71 61 51

豊 不 貫 可 烏
－

不 可 不 夜
＿

迎 三

内

容
（対
象
）

稔
、

レ被 首
未

レ被 表物 レ被 レ被 レ叶
＿

■打 新
妻
、
入

人
見

萬
機

レ知
ニ

棟 レ拐
∃

佐
＿

レ任
二

レ昇
ニ

一時
務

南
都 弟

、
之

萬 召 宿 太
一

一 道 一
叶

二天
意

＿

機

＿

院
近
臣
等

＿

官

＿

相
＿

太
相
国
娘

夜
婚
姻

世 世 天 （朝 世 天 （朝 （朝 普
（

世 人

人
物
或
は
場
所

上 上 下 廷
）
上
下
か

上 下 廷
）
上
下
か

廷
）上
下

い
た
る
所
）

間

仁 L・こ「
」・1プ 天 難

レ
令

、
不

レ
須 所

レ
非

＿l
不

レ
嘲

内
衆

政
か

レ仁
か

性
非

＿

存
二

以
符
ム

耐
二

除
目
、

辟 ‾膏
有

知
ニ 塀

真
器

‾
定 ロ

不
審

以
前 ＝云

賛
否

谷
の

量
一

l ‾尋
問

被
レ任

々
之
説

－

一 評
価
等

表
二
の
示
す
よ
う
に
、
例
2
5
の
「
謳
歌
」
は
そ
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
仁
政
の
象
徴
と
も
言
え
る
「
豊
稔
」
で
あ
る
こ
と
を
世
上
つ
ま
り

世
間
の
人
々
が
称
揚
す
る
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
残
り
の
「
謳
歌
」
は
、
そ
の
内
容
（
対
象
）
が
い
ず
れ
も
称
え
る

べ
か
ら
ざ
る
、
好
ま
し
く
な
い
も
の
と
な
り
、
亦
、
そ
の
内
容
の
評
価
な
ど
を
見
て
も
「
不
レ
知
賛
否
、
難
存
二
一
定
L
な
ど
の
よ
う
な
不
確

実
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
的
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
く
る
こ
と
と
、
更
に
「
世
間
、
世
上
、
天
下
」
な
ど
の
「
謳
歌
」
の
人
物
或
い
は
場
所
と
を
合

せ
て
考
え
る
と
、
は
め
る
べ
き
で
な
い
マ
イ
ナ
ス
的
な
こ
と
を
人
々
が
口
々
に
す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。



右
の
考
察
で
平
安
時
代
文
献
に
於
け
る
「
謳
歌
」
の
意
味
と
し
て
は
次
の
三
つ
に
帰
納
で
き
よ
う
か
と
思
う
。

0
　
う
た
、
う
た
を
う
た
う
こ
と
。

0
　
（
多
人
数
で
好
ま
し
い
こ
と
を
）
ほ
め
た
た
え
る
こ
と
。

日
　
（
多
人
数
で
不
確
か
な
好
ま
し
く
な
い
こ
と
を
）
噂
す
る
こ
と
。

残
り
の
「
謳
歌
」
は
同
じ
方
法
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
三
つ
の
意
味
の
い
ず
れ
か
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
0
、

0
は
中
国
語
の
本
来
の
意
味
を
摂
取
し
た
も
の
で
あ
り
、
主
と
し
て
漢
詩
文
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
日
は
中
国
語
に
は
見
え
な
い
、

新
し
く
派
生
し
た
意
味
で
あ
り
、
公
家
日
記
な
ど
の
和
化
漢
文
に
偏
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
平
安
時
代
の
「
謳
歌
」
は
文
章
ジ
ャ
ン
ル

に
よ
っ
て
意
味
上
の
差
異
を
見
せ
て
い
る
。
尚
、
臼
の
新
た
な
意
味
は
多
人
数
の
言
語
行
為
と
い
う
本
来
の
意
味
特
徴
を
依
然
と
し
て
持
っ

て
お
り
、
そ
れ
を
土
台
に
、
マ
イ
ナ
ス
的
な
こ
と
と
よ
く
共
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
多

人
数
と
い
う
言
語
行
為
の
た
め
、
容
易
に
不
確
か
で
、
事
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
起
き
が
ち
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
謳
歌
」

は
好
ま
し
く
な
い
こ
と
と
共
起
し
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。

「
謳
歌
」
は
平
安
時
代
極
後
期
頃
か
ら
公
家
日
記
と
い
う
文
献
群
に
於
い
て
意
味
の
変
化
が
起
こ
る
よ
う
に
な
る
。
意
味
の
変
化
に
伴
っ
て
、

本
来
の
プ
ラ
ス
的
な
意
味
か
ら
マ
イ
ナ
ス
的
な
意
味
に
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば
、
意
味
の
下
落
と
い
う
変
化
が
生
じ
た
。
但
し
、
結

果
的
に
見
る
と
、
新
し
い
意
味
の
誕
生
に
よ
っ
て
そ
の
出
自
と
な
る
中
国
語
よ
り
意
味
が
増
え
て
、
毒
す
意
味
範
囲
が
広
く
な
る
と
い
う
意

味
の
拡
大
と
い
う
上
位
分
類
に
帰
す
る
こ
と
と
な
る
。

次
に
鎌
倉
時
代
文
献
に
目
を
転
じ
て
「
謳
歌
」
を
考
察
す
る
。
鎌
倉
時
代
に
下
る
と
、
「
謳
歌
」
は
漢
文
に
止
ま
ら
ず
、
和
漢
混
清
文
に
も

進
入
し
て
、
使
用
範
囲
が
広
ま
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
先
ず
、
漢
文
に
於
け
る
「
謳
歌
」
に
つ
い
て
平
安
時
代
と
同
じ
意
味
分
析
の
方
法
で

そ
の
意
味
を
考
え
る
。

瑞
イ

輿
抑
日
来
可
皇
子
降
誕
之
由
、
惑
有
霊
夢
、
或
依
偏
天
下
一
同
謳
寄
之
、
亦
御
祈
等
超
過
先
御
例
、
（
三
長
記
1
7
上
①
建
久
六
年
（
嬰
八

「
謳
歌
」
　
の
意
味
に
つ
い
て
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月
十
三
日
）

「
謳
歌
」
は
「
皇
子
降
誕
」
と
い
う
慶
賀
に
値
す
べ
き
内
容
、
「
天
下
一
同
」
と
い
う
多
人
数
、
「
御
祈
」
と
い
う
評
価
を
合
せ
て
考
え
る
と
、

前
の
時
代
の
臼
の
意
味
を
表
す
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
前
の
時
代
に
続
い
て
中
国
語
の
本
来
の
意
味
は
鎌
倉
時
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
次
の
例
も
同
様
で
あ
る
。

2
7
、
又
両
御
願
寺
新
造
事
。
依
二
此
火
災
一
延
引
。
為
二
第
一
徳
政
一
之
由
。
世
以
謳
語
云
々
　
（
吾
妻
鏡
第
廿
八
1
1
1
⑭
）

「
謳
謡
」
　
は
「
徳
政
」
を
世
の
人
が
は
め
た
た
え
る
こ
と
を
表
す
。

2
8
、
本
目
為
レ
先
二
猛
悪
ペ
令
レ
懐
二
諸
人
愁
一
之
由
謳
歌
。
近
日
殊
又
有
違
勅
之
科
パ
　
（
同
右
第
四
1
6
0
⑫
）

2
9
、
及
秀
衡
入
道
男
等
者
。
各
令
二
同
心
合
力
ぺ
擬
レ
発
q
向
鎌
倉
一
之
由
。
有
二
謳
歌
説
妻
T
。
（
同
右
第
九
鋤
⑮
）

3
0
、
近
日
取
入
法
皇
媚
申
子
細
等
、
世
以
謳
寄
、
内
々
施
種
々
秘
計
云
々
、
人
以
莫
不
弾
指
、
（
書
記
4
2
1
上
⑬
）

輿
今
度
重
輔
白
関
東
持
参
物
一
巻
書
之
、
是
今
度
為
勅
使
宣
房
卿
下
向
所
持
云
々
、
但
文
体
非
詔
非
宣
、
又
作
名
也
、
関
東
者
成
夷
也
、

天
下
管
領
不
可
然
、
率
土
之
民
皆
荷
重
恩
、
不
可
称
聖
主
之
謀
叛
、
但
有
陰
謀
之
輩
、
任
法
可
尋
沙
汰
之
由
被
載
之
、
多
被
引
本
文
、

其
文
体
如
宋
朝
之
文
章
、
不
可
説
く
～
‥
＼
　
此
上
者
、
日
来
謳
歌
之
説
無
子
細
欺
、
但
此
書
猶
難
信
用
、
（
花
園
天
皇
寅
記
1
0
2
下
⑦
）

例
2
8
2
9
3
0
3
1
の
「
謳
歌
」
は
「
諸
人
愁
、
擬
発
鎌
倉
、
取
入
法
皇
媚
、
不
審
な
書
」
と
い
っ
た
よ
う
な
好
ま
し
く
な
い
内
容
か
ら
推
し
て

前
の
時
代
に
生
ま
れ
た
臼
の
新
し
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

右
の
例
に
よ
れ
ば
鎌
倉
時
代
の
漢
文
に
於
け
る
「
謳
歌
」
は
平
安
時
代
の
意
味
を
そ
の
ま
ま
摂
取
し
て
、
漢
文
の
継
承
性
を
反
映
し
て
い

る
。
残
り
の
同
時
代
の
漢
文
に
見
え
る
「
謳
歌
」
に
つ
い
て
も
同
じ
意
味
分
析
の
方
法
で
検
討
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
右
に
挙
げ
た
各
例
と

同
じ
よ
う
な
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
右
例
2
9
3
1
の
「
謳
歌
説
」
「
「
謳
歌
之
説
」
と
い
う
表
現
形
式
が
平
安
時
代
に
は
確
認
で
き
ず
に
、
鎌
倉
時
代
に
新
し
く
生
成
し

た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
表
現
形
式
は
中
国
語
の
本
来
の
意
味
で
は
な
く
変
化
し
た
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
新
た
な
言
い
方
で
あ
る
。
だ
か



ら
、
管
見
し
た
中
国
文
献
に
は
彼
様
な
表
現
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
謳
歌
（
之
）
説
」
は
巳
に
鎌
倉
時
代
に
登
場
し
た
た
め
、

上
記
し
た
室
町
時
代
成
立
の
古
辞
書
に
は
一
つ
の
熟
語
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
定
着
振
り
を
物
語
る
。
「
謳
歌
（
之
）
説
」
と
い
う

形
式
は
平
安
時
代
に
新
た
に
生
じ
た
「
謳
歌
」
の
意
味
を
更
に
強
く
適
確
に
表
現
し
ょ
う
と
い
う
意
図
下
で
誕
生
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
「
謳
歌
」
の
み
よ
り
「
説
」
の
付
加
に
よ
っ
て
名
詞
化
し
、
類
義
表
現
で
あ
る
「
巷
説
」
「
風
説
」
「
間
巷
説
」
の
意
味
を
連
想
さ
せ
な
が

ら
本
来
の
意
味
か
変
化
し
た
意
化
か
を
聞
き
手
ま
た
は
読
み
手
が
は
っ
き
り
と
弁
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
働
き
も
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。鎌

倉
時
代
の
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
謳
歌
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

ヨ
ウ
キ
ヲ
テ
ヲ
ウ
カ

輿
而
″
。
勇
士
競
レ
鋒
、
欲
訓
決
㌢
ト
雌
雄
↓
之
由
謳
コ
歌
シ
洛
空
て
風
聞
山
上
l
東
。
非
㌶
叡
慮
二
延
慶
本
平
家
物
語
第
一
本
7

9
オ
①
）

「
謳
歌
」
は
サ
変
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
、
完
全
に
日
本
語
化
し
た
と
言
え
よ
う
。
意
味
は
対
句
の
下
旬
た
る
「
風
聞
」
と
類
似
し
、
「
合

戦
」
と
い
う
内
容
か
ら
都
中
に
噂
、
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
と
思
わ
れ
る
。
「
謳
歌
」
は
本
来
の
意
味
と
の
関
連
性
に
よ
っ
て
意

味
が
変
わ
っ
て
い
て
も
、
口
々
に
す
る
と
い
う
「
言
う
」
の
方
に
重
き
が
置
か
れ
る
の
に
対
し
て
「
風
聞
」
は
風
の
便
り
で
耳
に
す
る
と
い

う
「
聞
く
」
の
方
に
傾
く
よ
う
に
見
え
る
。
両
者
の
共
通
し
た
所
は
不
確
か
な
情
報
を
表
す
の
に
あ
る
。

輿
太
政
入
道
失
給
シ
後
、
天
下
二
不
思
議
ノ
事
共
謳
歌
セ
リ
。
（
同
右
第
三
本
4
0
ウ
⑥
）

C
f
入
道
相
国
被
レ
墾
駄
ノ
賢
購
覧
ア
郵
愁
サ
ル
へ
キ
日
計
様
。
モ
天
狗
ノ
所
卦
石
釧
酎
有
（
平
松
家
本
平
家
物
語
巻
第
六
u
ウ
③
）

コ
ウ
ノ
シ
ツ

C
f
入
道
相
国
亮
セ
ラ
レ
ヌ
、
ア
ヤ
シ
ノ
購
男
賎
ノ
妻
二
至
マ
テ
争
力
愁
へ
サ
ル
へ
キ
・
是
ハ
イ
カ
サ
マ
ニ
モ
天
狗
ノ
所
為
ト
云
謝
汰

l
ア
リ

（
百
二
十
句
本
平
家
物
語
巻
第
六
3
9
5
⑦
）

「
謳
歌
」
は
サ
変
動
詞
と
し
て
参
考
例
の
示
す
よ
う
な
こ
と
を
も
含
め
て
の
「
不
思
議
な
事
」
が
世
間
に
言
い
ふ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
表
し
、

参
考
例
の
「
云
沙
汰
有
」
に
近
い
意
味
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

和
漢
混
清
文
の
「
謳
歌
」
は
漢
文
と
違
っ
て
平
安
時
代
に
変
化
し
た
意
味
の
み
で
サ
変
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鎌
倉

「
謳
歌
」
の
意
味
に
つ
い
て
六
三
三
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時
代
に
於
け
る
「
謳
歌
」
は
全
般
的
に
見
れ
ば
平
安
時
代
の
意
味
を
継
承
し
た
が
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
意
味
使
用
の
偏
り
も
存
す
る
。

次
に
室
町
時
代
文
献
に
於
け
る
「
謳
歌
」
に
目
を
向
け
て
そ
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
先
ず
『
閑
吟
集
序
』
に
見
ら
れ
た
三
例
の
「
謳

歌
」
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

3
4
、
夫
謳
歌
之
烏
レ
道
、
自
二
乾
坤
定
剛
柔
成
一
以
降
、
聖
君
之
至
徳
、
賢
王
之
要
道
。
（
閑
吟
集
序
）

3
5
、
動
二
天
地
」
感
二
鬼
神
」
莫
レ
近
二
於
詩
ペ
　
々
者
志
之
所
レ
之
也
。
詩
変
成
レ
謡
謳
歌
。
（
同
右
）

3
6
、
愛
有
二
一
狂
客
一
編
＝
三
百
余
首
謳
歌
」
　
名
目
二
閑
吟
集
ペ
　
（
同
右
）

「
謳
歌
」
は
中
国
語
の
本
来
の
「
う
た
、
う
た
を
う
た
う
こ
と
」
と
い
う
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
次
に
挙
げ
る
　
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』

の
「
謳
歌
」
　
に
関
す
る
注
釈
と
一
致
す
る
。

ま
g
a
u
寸
拉
　
（
箭
対
）
く
t
a
．
ま
a
（
尚
．
興
）
磐
田
ノ
　
沖
汁
琵
ノ
謝
輿
ノ
村
珊
瑚
（
岩
男
Ⅲ
都
祁
咄
雷
3

但
し
、
『
邦
訳
日
面
辞
書
』
　
に
載
っ
て
い
る
意
味
の
他
に
は
次
の
よ
う
な
意
味
も
見
ら
れ
る
。

3
7
、
其
人
の
徳
力
道
路
二
充
チ
テ
其
人
ノ
徳
ヲ
謳
歌
ス
ル
ソ
　
（
荘
子
抄
二
2
1
1
②
）

3
8
、
謳
歌
ト
云
フ
ハ
、
其
君
ノ
徳
ヲ
歌
ニ
ッ
ク
リ
テ
モ
ホ
メ
テ
歌
フ
ゾ
。
コ
レ
ヲ
謳
歌
ト
云
ゾ
　
（
三
略
抄
四
）

3
9
、
四
月
三
日
神
事
、
今
年
結
構
之
由
。
謳
歌
之
間
（
十
二
月
消
息
3
1
5
⑧
）

三
例
の
よ
う
に
、
「
謳
歌
」
は
帝
王
の
徳
、
熊
野
祭
の
盛
況
と
い
う
称
賛
す
べ
き
、
喜
ば
し
い
こ
と
を
は
め
た
た
え
る
こ
と
を
表
す
。
『
邦

訳
日
葡
辞
書
』
　
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
国
語
の
本
来
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
何
故
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
　
に
於
け

る
「
謳
歌
」
は
「
歌
謡
ま
た
は
詩
歌
」
と
い
う
意
味
だ
け
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は

今
後
の
課
題
と
す
る
。

右
の
例
に
依
れ
ば
、
室
町
時
代
に
下
っ
て
も
「
謳
歌
」
は
鎌
倉
時
代
に
続
い
て
依
然
と
し
て
中
国
語
の
本
来
の
意
味
を
受
け
継
い
で
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
と
な
る
。
一
方
、
左
記
の
例
の
よ
う
に
平
安
時
代
に
生
ま
れ
た
新
し
い
意
味
と
し
て
の
　
「
謳
歌
」
も
見
ら
れ
る
。



（
桁
カ
）

輿
後
聞
、
前
関
白
抜
沫
塩
糾
明
名
打
彿
雷
公
云
々
、
依
之
無
別
事
之
由
風
聞
、
此
説
大
略
烏
賛
事
軟
、
日
東
好
武
重
、
果
而
而
亦
如
此
、

－

　

　

歌

無
止
之
事
也
、
世
上
謳
頼
（
見
消
）
之
云
々
、
（
後
愚
昧
記
応
安
三
年
（
塑
八
月
十
五
日
）

異
相
逐
将
軍
、
其
連
次
第
相
近
云
々
、
随
又
明
日
又
可
有
合
戦
之
旨
、
武
士
等
謳
歌
云
々
、
（
園
太
暦
巻
三
4
1
2
①
）

輿
以
上
三
人
被
殺
云
々
、
言
語
道
断
事
也
、
輿
冬
光
知
行
相
論
、
定
其
故
欺
云
々
、
希
代
之
沙
汰
、
世
間
之
謳
歌
、
唯
此
事
也
、
（
宣
胤

卿
記
延
徳
元
年
（
臓
）
五
月
一
日
）

三
例
の
「
謳
歌
」
は
、
そ
れ
と
共
起
す
る
、
前
関
白
の
不
可
解
な
行
動
、
合
戦
之
旨
、
言
語
道
断
事
と
い
っ
た
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
的
な
内

容
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
好
ま
し
く
な
い
出
来
事
を
噂
、
取
り
沙
汰
す
る
と
い
う
意
味
と
判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
室
町
時
代
に
も
鎌
倉
時
代
に

続
い
て
変
化
し
た
意
味
が
存
続
し
て
い
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
鎌
倉
時
代
に
新
た
に
形
成
し
た
「
謳
歌
（
之
）
説
」
も
室
町
時
代
に
於
い

て
引
き
続
き
そ
の
所
在
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
室
町
時
代
成
立
の
古
辞
書
に
は
見
出
語
と
し
て
「
謳
歌
（
之
）
説
」
が
収
載
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

オ

ノ

レ

　

　

　

ニ

ゲ

タ

ダ

ツ

　

　

　

ア

ゲ

コ

ク

チ

ユ

ウ

ウ

チ

シ

タ

ガ

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

ン

ブ

タ

　

　

　

　

オ

ウ

カ

ノ

セ

ツ

ミ

チ

翼
皆
己
ガ
国
々
へ
逃
下
テ
義
兵
ヲ
撃
、
国
中
ヲ
打
順
へ
テ
候
ナ
ル
間
、
天
下
ノ
反
覆
遠
カ
ラ
ジ
ト
、
謳
歌
説
滞
レ
耳
二
候
。
（
太
平
記

巻
十
八
先
帝
潜
二
幸
芳
野
【
事
2
2
9
③
）

Cf
謳
歌
ノ
説
巷
説
ト
云
モ
同
ジ
意
ナ
リ
。

誰
レ
ガ
云
フ
ト
モ
正
体
ノ
ナ
キ
説
ナ
リ
（
太
平
記
抄
十
八
）

参
考
例
の
示
す
よ
う
に
「
謳
歌
説
」
は
「
巷
説
」
と
同
じ
、
誰
が
言
う
と
も
な
い
不
確
実
な
説
、
い
わ
ば
巷
に
噂
、
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ

と
を
表
す
こ
と
が
分
る
。
尚
、
今
回
の
調
査
で
「
巷
説
」
の
他
に
次
の
如
き
漢
語
類
義
表
現
も
検
出
で
き
た
。
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
。

△
既
奉
出
大
渡
之
由
有
其
説
、
武
士
騒
動
、
然
而
虚
説
也
、
（
伏
見
天
皇
寅
記
3
1
7
上
⑧
）

△
安
否
ハ
不
知
之
、
一
向
虚
説
也
、
封
也
、
（
多
聞
院
日
記
二
2
0
5
下
⑭
）

△
寺
内
事
外
騒
動
、
於
京
都
門
跡
二
付
テ
雑
説
有
之
、
後
刻
轡
ア
静
了
、
虚
説
也
云
ミ
＼
　
（
言
経
卿
記
四
1
7
3
②
）

△
併
有
此
召
之
由
有
巷
説
云
く
、
於
智
暁
者
、
朝
夕
寓
直
禁
裏
、
又
行
武
家
連
、
有
漏
達
之
事
之
由
、
同
以
開
巻
之
風
聞
也
、
後
聞
、
此

「
謳
歌
」
　
の
意
味
に
つ
い
て

六
三
五
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両
人
不
下
向
子
関
東
云
々
、

若
是
荒
説
欺
、
何
是
何
非
、
眞
偽
難
所
、
凡
近
日
此
事
種
々
説
如
此
、
毎
事
非
信
用
之
限
、
街
談
巷
説
錐

萬
端
、
賓
少
虚
多
者
也
、
（
花
園
天
皇
展
記
1
0
1
上
⑫
）

△
此
間
人
々
不
安
、
荒
説
満
耳
、
昔
時
仕
朝
廷
之
人
、
大
略
此
人
数
之
由
有
風
聞
、
諸
人
如
踏
氷
云
々
、
但
大
略
浮
説
欺
、
関
東
早
馬
帰

洛
後
、
可
有
沙
汰
之
由
風
聞
、
紛
々
之
巷
説
等
不
能
記
轟
而
巳
、
（
同
右
9
8
上
⑮
）

△
世
上
顧
々
事
。
定
以
令
二
間
及
一
給
欺
。
開
巻
之
説
経
レ
不
レ
可
レ
有
二
御
信
受
一
如
レ
此
人
口
先
々
不
レ
空
欺
。
（
吾
妻
鏡
第
六
m
⑦
）

△
洛
中
群
盗
蜂
起
之
由
。
依
有
二
風
聞
説
パ
　
（
同
右
第
三
十
三
2
6
8
⑪
）

△
武
家
南
山
和
親
等
事
、
縦
横
説
未
聞
食
之
間
、
（
園
太
暦
三
4
6
3
②
）

△
晩
よ
り
大
雪
。
成
候
、
大
納
言
様
御
帰
候
由
風
説
也
、
（
家
忠
日
記
棚
⑤
）

右
に
挙
げ
た
表
現
は
い
ず
れ
も
多
人
数
で
不
確
で
あ
る
と
い
う
意
味
特
徴
を
持
っ
て
い
る
と
看
取
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
表

現
の
重
複
を
避
け
る
た
め
、
筆
者
が
斯
様
な
類
義
表
現
を
書
き
並
べ
て
使
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
右
記
の
　
『
花
園
天
皇
窟
記
』

の
例
の
よ
う
に
「
巷
説
」
「
風
聞
」
「
荒
説
」
「
種
々
説
」
「
街
談
」
「
浮
説
」
な
ど
が
併
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
無
論
、

こ
れ
ら
の
表
現
に
は
各
々
意
味
上
の
差
異
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
委
ね
る
こ
と
に
な
る
が
、
以
下

気
付
い
た
こ
と
を
述
べ
て
み
る
。
一
つ
は
不
確
か
な
程
度
に
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
「
虚
説
」
に
関
し
て
は
右
の

『
看
開
院
日
記
』
　
の
例
に
濁
る
「
ウ
ソ
也
」
と
い
う
割
注
の
示
す
よ
う
に
全
く
信
憑
性
の
な
い
と
い
う
程
度
の
甚
し
い
表
現
で
あ
る
。
こ
れ

は
右
の
『
言
経
卿
記
』
に
見
え
る
「
雑
説
」
と
「
虚
説
」
と
の
意
味
上
の
違
い
か
ら
も
察
知
さ
れ
る
。
「
虚
説
」
は
恐
ら
く
右
に
列
挙
し
た
い

く
つ
か
の
類
義
表
現
の
中
で
不
確
実
さ
の
最
も
強
い
表
現
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
近
い
意
味
を
持
つ
の
は
「
浮
説
」
「
荒
説
」
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
表
現
を
構
成
す
る
各
形
態
素
の
意
味
に
よ
る
違
い
も
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
風
聞
」
と
「
風
説
」

と
は
そ
の
後
部
要
素
の
「
聞
」
と
「
説
」
に
よ
っ
て
、
「
耳
に
す
る
（
さ
れ
る
）
」
「
口
に
す
る
（
さ
れ
る
）
」
と
い
う
差
が
見
受
け
ら
れ
る
。
「
雑

説
」
は
「
雑
」
の
持
っ
て
い
る
様
々
と
い
う
意
味
に
よ
っ
て
そ
の
不
確
か
さ
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
「
種
々
説
」
に
近
い
表
現
と
見
え
る
。



「
巷
説
」
「
闇
巷
説
」
「
街
談
」
「
縦
横
説
」
は
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
空
間
を
表
す
前
部
要
素
の
広
狭
に
よ
っ
て
意
味
の
微
差
が
生
じ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

右
記
の
表
現
の
反
対
語
と
し
て
次
の
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。

△
戌
日
有
レ
博
之
條
無
二
本
説
一
之
由
。
（
吾
妻
鏡
脱
漏
3
0
⑫
）

△
可
祈
藤
之
由
女
房
等
諷
譲
、
未
聞
本
説
、
不
見
由
緒
、
（
花
園
天
皇
廣
記
2
8
6
上
④
）

△
史
記
儒
林
鱒
二
ハ
七
十
飴
国
ト
云
ハ
、
宴
説
こ
ア
ラ
ス
。
（
応
永
二
十
七
年
本
論
語
抄
㍑
⑩
）

「
謳
歌
」
の
意
味
変
化
の
要
因
と
変
わ
っ
た
意
味
を
考
え
る
場
合
、
右
に
列
挙
し
た
類
義
表
現
と
反
対
表
現
を
合
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。室

町
時
代
に
於
け
る
「
謳
歌
」
は
鎌
倉
時
代
の
意
味
用
法
を
継
承
し
な
が
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
右
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
る
。
つ

ま
り
、
日
本
文
献
の
「
謳
歌
」
は
平
安
時
代
に
中
国
語
の
本
来
の
意
味
を
受
容
し
た
上
で
、
新
し
い
意
味
が
生
ま
れ
た
。
中
国
語
か
ら
受
け

継
い
だ
意
味
と
新
た
に
派
生
し
た
意
味
は
鎌
倉
時
代
を
経
て
室
町
時
代
に
至
っ
て
も
そ
の
ま
ま
保
た
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
左
記
の
『
新
潮
現
代
国
語
辞
典
』
　
の
「
謳
歌
」
の
注
釈
に
依
れ
ば
、
平
安
時
代
に
新
し
く
生
じ
た
意
味
が
見
え
な
く
な
り
、
寧
ろ
中

国
語
の
本
来
の
意
味
の
み
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

謳
歌
　
0
声
を
そ
ろ
え
て
は
め
た
た
え
る
こ
と
。
日
よ
い
境
遇
に
あ
る
こ
と
の
喜
び
を
外
に
表
す
こ
と
。
（
例
略
）
1
4
6

さ
て
、
平
安
時
代
に
新
し
く
生
ま
れ
た
「
謳
歌
」
の
意
味
は
い
つ
消
え
た
の
か
、
恐
ら
く
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
定

さ
れ
る
。
こ
れ
は
右
記
の
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
　
に
は
巳
に
「
歌
謡
、
ま
た
は
、
詩
歌
」
と
い
う
意
味
だ
け
で
、
変
化
し
た
意
味
が
記
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
と
、
左
記
の
『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
全
』
に
も
「
ウ
タ
フ
」
と
い
う
意
味
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
か
ら
も
裏
付
け
ら

れ
よ
う
。

ヲ

ウ

カ

　

　

　

　

ヲ

ウ

　

エ

ウ

謳
歌
ウ
タ
フ
　
（
謳
）
謡
上
二
同
シ
　
（
大
増
補
漢
語
大
全
下
3
6
5
丁
ウ
③
明
治
期
漢
語
辞
書
大
全
1
3
）

「
謳
歌
」
　
の
意
味
に
つ
い
て

六
三
七
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更
に
、
左
記
の
室
町
時
代
末
期
書
写
と
言
わ
れ
る
『
印
度
本
節
用
集
』
永
禄
二
年
本
な
ど
の
三
本
に
は
「
謳
歌
説
」
が
載
っ
て
い
る
が
、

江
戸
時
代
後
期
書
写
の
弘
治
二
年
本
に
は
「
謳
歌
」
の
み
で
、
「
謳
歌
説
」
と
い
う
変
化
し
た
意
味
の
生
成
に
伴
っ
て
生
ま
れ
、
そ
れ
の
強
調

且
つ
明
瞭
た
る
表
現
形
式
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
室
町
時
代
ま
で
続
い
た
平
安
時
代
に
新
た
に
誕
生

し
た
「
謳
歌
」
の
意
味
が
消
え
た
た
め
、
そ
れ
の
変
種
形
式
で
あ
る
「
謳
歌
説
」
も
存
続
の
基
盤
を
失
っ
て
終
に
姿
を
消
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

室
町
時
代
後
期
書
写
本

ヲ

ウ

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

ウ

カ

謳
歌
（
永
禄
二
年
本
節
用
集
嘩
③
）
　
都
恥
盈
謬
敬
（
同
上
約
③
）
　
翳
か
説
詳
説
（
真
空
本
節
用
集
6
0
⑦
）
　
謳
歌
（
両
足
院
本
節
用

集
れ
③
）
　
欝
か
説
話
讐
同
上
四
③
）

江
戸
時
代
後
期
書
写
本

ヲ

ウ

カ

謳
歌
（
弘
治
二
年
本
節
用
集
6
8
⑧
）

室
町
時
代
以
降
の
「
謳
歌
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
更
に
資
料
等
を
充
実
さ
せ
て
右
に
推
定
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

結
　
　
　
び

以
上
、
中
国
語
と
比
較
し
な
が
ら
、
中
日
両
国
語
に
於
け
る
「
謳
歌
」
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
施
し
て
次
の
諸
点
が
判
明
し
た
か
と
思

う
。
そ
れ
を
簡
単
に
纏
め
て
言
え
ば
、
次
の
通
り
と
な
る
。

「
謳
歌
」
は
中
国
語
に
出
典
を
持
つ
漢
語
で
あ
る
が
、
奈
良
時
代
の
文
献
に
は
そ
の
使
用
が
認
め
ら
れ
ず
、
平
安
時
代
初
期
の
勅
撰
漠
詩
集

と
い
う
所
謂
純
漢
文
に
初
登
場
し
、
中
国
語
の
本
来
の
意
味
の
ま
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
平
安
中
後
期
に
な
る
と
、
漢
詩
文
に
止
ま
ら
ず
、

公
家
日
記
な
ど
の
和
化
漢
文
の
世
界
に
も
浸
入
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
漢
語
と
い
う
性
質
の
た
め
、
同
時
代
の
和
文
に
は
流
入
で
き
な
か
っ

た
。
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
使
用
上
の
相
違
を
見
せ
る
。
亦
、
中
国
語
の
本
来
の
意
味
を
受
容
し
な
が
ら
中
国
語
に
は
見
え
な
い
、
新
し
い

意
味
は
平
安
時
代
極
後
期
頃
に
公
家
日
記
と
い
う
文
献
群
に
於
い
て
生
ま
れ
た
。
が
、
同
時
代
の
所
謂
漢
詩
文
に
は
彼
様
な
意
味
の
変
化
が



発
生
し
て
い
な
い
。
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
意
味
の
差
異
も
見
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
「
謳
歌
」
は
漢
字
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
た
漢
文

の
み
な
ら
ず
、
和
漢
混
清
文
に
も
そ
の
使
用
が
拡
大
す
る
。
室
町
時
代
に
下
っ
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
書
記
用
語
的
性
格
か
ら
の
脱
皮

を
見
せ
て
い
る
。

「
謳
歌
」
の
使
用
範
囲
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
意
味
の
変
化
が
起
き
た
。
そ
の
意
味
の
変
化
は
本
来
の
意
味
と
変
化
し
た
意
味
の
間
に
「
多
人

数
の
言
語
行
為
」
と
い
う
共
通
し
た
意
味
特
徴
と
い
う
内
部
の
関
連
性
が
有
っ
て
、
そ
の
表
す
内
容
の
マ
イ
ナ
ス
化
に
よ
っ
て
出
来
た
の
で

あ
ろ
う
。
下
落
と
い
う
意
味
変
化
の
起
き
た
意
味
は
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
を
経
て
室
町
時
代
ま
で
用
い
続
け
ら
れ
た
が
、
江
戸
時
代
以

降
に
は
そ
の
使
用
が
見
え
な
く
な
っ
て
、
今
日
に
至
る
。

「
謳
歌
」
の
意
味
変
化
は
日
本
語
に
於
け
る
漢
語
の
意
味
下
落
と
い
う
意
味
変
化
類
型
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
多
様
な
漢
語
の
意

味
変
化
の
全
容
を
把
握
す
る
た
め
に
以
上
の
如
く
個
々
の
漢
語
を
考
究
し
、
そ
の
中
か
ら
類
型
性
、
法
則
性
を
記
述
、
解
明
す
る
必
要
が
あ

る
。1

、
「
謳
歌
」
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
は
管
見
に
及
ん
だ
と
こ
ろ
、
佐
藤
喜
代
治
氏
の
『
日
本
の
漢
語
』
　
（
角
川
書
店
昭
5
4
年
）
の
中
世
の
漢
語

の
概
観
に
於
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば
「
『
吾
妻
鏡
』
　
で
は
、
人
々
の
う
わ
さ
、
風
説
と
い
う
意
味
に
用
い
て
い
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

2
、
謳
歌
　
亦
作
謳
語
。
Ⅲ
歌
唱
（
例
略
以
下
同
）
。
拗
歌
頒
（
は
め
た
た
え
る
、
筆
者
訳
）
。
㈲
頒
歌
。
（
漢
語
大
詞
典
巻
1
1
4
0
0
、
漢
語
大
詞
典
出
版

社
）

3
、
日
本
文
献
の
分
類
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
ー
　
「
料
理
」
を
中
心
に
－
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
1
0
0
韓
、
訓
点
語
学
会
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

4
、
拙
稿
「
漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
－
　
「
濫
吹
」
を
中
心
に
ー
」
　
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
1
8
韓
、
武
蔵
野
書
院
）
　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
謳
歌
」
　
の
意
味
に
つ
い
て

六
三
九
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検
索
文
献

本
稿
の
為
に
調
べ
た
中
日
両
国
文
献
は
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
2
1
韓
に
収
め
ら
れ
て
い
る
拙
稿
「
「
民
爛
」
小
考
」
と
同
じ
く
し
て
、
そ
れ
を
参
照

さ
れ
た
い
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
平
成
十
一
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
に
於
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
諸
先
生
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
わ

っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。




